
作成者：嶋田　江利

年度／時期

2025／前期

回数 必須・選択

45回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

5.特掲診察料 6)手術（輸血）・麻酔

5.特掲診察料 5)処置

5.特掲診察料 6)手術（輸血）・麻酔

5.特掲診察料 6)手術（輸血）・麻酔

3.特掲診療料 4)注射

3.特掲診療料 4)注射

3.特掲診療料 5)処置

3.特掲診療料 2)在宅医療

3.特掲診療料 3)投薬

3.特掲診療料 3)投薬

3.特掲診療料 1)医学管理

3.特掲診療料 1)医学管理

3.特掲診療料 2)在宅医療

2.基本診療料 2)入院

2.基本診療料 2)入院

2.基本診療料 2)入院

1.医療関連法規 2)医療法

1.医療関連法規 3)健康保険法

2.基本診療料 1)初再診

2.基本診療料 1)初再診

1.医療関連法規 1)療養担当規則

授　業　の　概　要

数多い医療事務の資格の中で難易度の高い資格のひとつと言われている「診療報酬請求事務能力認定試験」への
対策実技対策として、様々なカルテ症例に取り組み、正確な解釈に基づいてレセプトを作成する力を身につける
学科対策としては、診療点数早見表を使いこなせるようになり、法令等も含めて、文章を正しく読み解けるよう
になること
コンピュータ化が進む医療現場で、正しく理解したうえで点数算定できる医療事務のスペシャリストを養成すること

授業終了時の到達目標

診療報酬請求事務能力認定試験取得

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 6単位（90時間） 嶋田　江利

科　目　名 学科／学年 授業形態

医療事務応用Ⅰ 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

評価率 その他

60.0%

40.0%

期末試験 期末試験

5.実技対策 入院レセプト作成

5.実技対策 入院レセプト作成

5.実技対策 入院レセプト作成

5.実技対策 外来レセプト作成

5.実技対策 入院レセプト作成

5.実技対策 入院レセプト作成

5.実技対策 外来レセプト作成

5.実技対策 外来レセプト作成

5.実技対策 外来レセプト作成

4.学科対策 試験対策問題（五者択一式）

4.学科対策 試験対策問題（五者択一式）

5.実技対策 外来レセプト作成

5.特掲診察料 9)リハビリ・精神・放射線

4.学科対策 試験対策問題（五者択一式）

4.学科対策 試験対策問題（五者択一式）

5.特掲診察料 8)画像診断

5.特掲診察料 9)リハビリ・精神・放射線

5.特掲診察料 9)リハビリ・精神・放射線

5.特掲診察料 7)検査・病理診断

5.特掲診察料 8)画像診断

5.特掲診察料 8)画像診断

5.特掲診察料 7)検査・病理診断

5.特掲診察料 7)検査・病理診断

教科書・教材 評価基準

「医科診療点数早見表」 
「診療報酬・完全攻略マニュアル」 
「レセプト請求の全技術」 
「診療報酬請求事務能力認定試験受験対策と
　予想問題集」

期末試験

課題・レポート



作成者：嶋田　江利

年度／時期

２０２5／後期

回数 必須・選択

45回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

3.過去問題 過去問答練　②

3.過去問題 過去問答練　②

3.過去問題 過去問答練　②

3.過去問題 過去問答練　②

3.過去問題 過去問答練　①

3.過去問題 過去問答練　①

3.過去問題 過去問答練　②

3.過去問題 過去問答練　①

3.過去問題 過去問答練　①

3.過去問題 過去問答練　①

2.実技対策 入院レセプト作成

2.実技対策 入院レセプト作成

2.実技対策 入院レセプト作成

2.実技対策 入院レセプト作成

2.実技対策 入院レセプト作成

2.実技対策 入院レセプト作成

1.学科対策 試験対策問題（五者択一式）

2.実技対策 外来レセプト作成

2.実技対策 外来レセプト作成

2.実技対策 外来レセプト作成

1.学科対策 試験対策問題（五者択一式）

授　業　の　概　要

数多い医療事務の資格の中で難易度の高い資格のひとつと言われている「診療報酬請求事務能力認定試験」への
対策実技対策として、様々なカルテ症例に取り組み、正確な解釈に基づいてレセプトを作成する力を身につける
学科対策としては、診療点数早見表を使いこなせるようになり、法令等も含めて、文章を正しく読み解けるよう
になること
コンピュータ化が進む医療現場で、正しく理解したうえで点数算定できる医療事務のスペシャリストを養成する
こと

授業終了時の到達目標

診療報酬請求事務能力認定試験取得

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 6単位（90時間） 嶋田　江利

科　目　名 学科／学年 授業形態

医療事務応用Ⅱ 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

評価率 その他

60.0%

40.0%

期末試験 期末試験

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑤

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑥

3.過去問題 過去問答練　⑤

3.過去問題 過去問答練　⑤

3.過去問題 過去問答練　⑤

3.過去問題 過去問答練　④

3.過去問題 過去問答練　④

3.過去問題 過去問答練　⑤

3.過去問題 過去問答練　④

3.過去問題 過去問答練　④

3.過去問題 過去問答練　④

3.過去問題 過去問答練　③

3.過去問題 過去問答練　③

3.過去問題 過去問答練　③

3.過去問題 過去問答練　③

3.過去問題 過去問答練　③

教科書・教材 評価基準

「医科診療点数早見表」 
「診療報酬・完全攻略マニュアル」 
「レセプト請求の全技術」 
「診療報酬請求事務能力認定試験受験対策と
　　予想問題集」

期末試験

課題・レポート



作成者：小林　麻衣子

年度／時期

20２5／前期

回数 必須・選択

15回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

検定対策 4)模擬試験問題D

検定対策 1)模擬試験問題A

検定対策 3)模擬試験問題C

検定対策 4)模擬試験問題D

実技問題演習 7）出生証明書

学科問題演習 1)過去問題演習

検定対策 1)模擬試験問題A

医療文書作成練習 3）記載要領

実技問題演習
1)入院手術証明書 
2)診断書

実技問題演習
3)診療情報提供書 
4)自動車損害賠償責任保険診断書

実技問題演習
5)主治医意見書 
6)健康診断書

医療文書作成練習
1）医療文書の作成目的 
2）診療録の読み取り方

授　業　の　概　要

　１年次に学習した基礎的知識をもとに、各種医療文書の使用目的、提出先、様式、記載方法を理解し正しく作成することがで
きるようになることを目的とする。併せて医療関連法規、人体構造、薬剤、医療行為、医療略語等の理解を深め、医師事務作業
補助者技能認定試験の合格を目指す。

授業終了時の到達目標

1.医療機関で作成される医療文書を個々の目的に合わせた内容で作成できる。
2.医療用語を理解し、診療録の記載事項を読み取ることができる。
3.医師事務作業補助者技能認定試験に合格できる。

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 小林　麻衣子

科　目　名 学科／学年 授業形態

医師事務作業補助Ⅱ 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

13

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

総合問題演習 1)総合問題

模擬問題演習
1)模擬問題① 
2)模擬問題②

模擬問題演習
3)模擬問題③ 
4)模擬問題④

教科書・教材 評価基準

メディカルドクターズクラーク講座テキスト
　（主に１と４）
医師事務作業補助技能認定試験
　模擬問題Ａ～Ｄ

期末試験

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

2025／前期

回数 必須・選択

１５回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

授業終了時の到達目標

医療事務学科／2年 講義

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 ２単位（３0時間）

作成問題⑤

Ｎｏ．１７ 
Ｎｏ．１８ 
Ｎｏ．１９ 
Ｎｏ．２０

作成問題⑥

Ｎｏ．２１ 
Ｎｏ．２２ 
Ｎｏ．２３ 
Ｎｏ．２４

作成問題②

Ｎｏ．５ 
Ｎｏ．６ 
Ｎｏ．７ 
Ｎｏ．８

作成問題③

Ｎｏ．９ 
Ｎｏ．１０ 
Ｎｏ．１１ 
Ｎｏ．１２

作成問題④

Ｎｏ．１３ 
Ｎｏ．１４ 
Ｎｏ．１５ 
Ｎｏ．１６

7章　医薬品の基礎知識
1)医薬品の基礎知識 
2)薬物治療の概要 
3)薬の作用と適用

1章　レセプトの基礎知識 
2章　レセプトの記入方法

1)月極め請求 
2)レセプト作成の単位 
1)上書き 
2)処方・点数欄

作成問題①

Ｎｏ．１ 
Ｎｏ．２ 
Ｎｏ．３ 
Ｎｏ．４

時間外に必要な学修

次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

テ　ー　マ 内　　　　容

1．医療従事者としての基礎的なくすりの知識を理解できる。                 
2．調剤報酬請求事務のレセプト作成ができる。                 
3．保険薬局が取り扱う処方せんを正しく算定できるようにする。

実務経験有無 実務経験内容

科　目　名 学科／学年 授業形態

調剤事務Ⅱ

田坂　眞也

授　業　の　概　要

　保険医療制度において患者様に対する投薬は、保険医療機関と保険薬局の二通りがある。この講義では、保険医療機関の
保険医が交付した処方せんを、保険薬局の保険薬剤師が処方するシステムを学び、調剤請求事務の習得を図る。
　薬剤に関する基礎知識と、各疾患別の病気の原因・治療法・投薬について学ぶ。また、調剤薬局保険請求の知識を身につけ
て、処方箋をもとにレセプトが書けるようになる。



回 テ　ー　マ 内　　　　容

9

10

11

12

13

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

期末試験

課題・レポート

過去問題演習④

過去問題演習⑤

期末試験

教科書・教材 評価基準

・「テキスト１　医療保険制度」　ソラスト
・「テキスト２　算定とレセプト」　ソラスト
・「テキスト３　トレーニングブック」ソラスト
・「テキスト４　資料ブック」ソラスト
【参考文献】「調剤試験問題集」ソラスト

過去問題演習①

過去問題演習②

過去問題演習③

作成問題⑦

Ｎｏ．２５ 
Ｎｏ．２６ 
Ｎｏ．２７ 
Ｎｏ．２８



作成者：田坂　眞也

年度／時期

２０２5／前期

回数 必須・選択

15回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

科　目　名 学科／学年 授業形態

医療関連法規Ⅱ 医療事務学科／2年 講義

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 田坂　眞也

授　業　の　概　要

医療サービスは、国民の生命や健康に直接影響を与えるサービスであるとともに、多くの国家財源が投入され
 ている非常に公共性の高いサービスであることから、さまざまな法律におる規制が行われており、これらの法

規則を無視して、医療サービスを提供することはできない。わが国の医療サービスに係る法律について学習す
るとともに、近年、医療分野で問題となっている法律問題について考えていく。労働者災害補償法、社会福祉
関連法規、生活保法など法の制度の仕組みを理解し、医療保険請求事務の意味を知る。

授業終了時の到達目標

 1.社会福祉関連法規、生活保護法の基本的な知識を身につけ、日本の医療関連法規の説明ができる。
 2.労働者災害補償法、公務員災害補償法、自動車損害賠償保障法による診療報酬レセプトを作成することができる。

3.学習した内容を使い、ドクターズクラークの問題を解くことができる。

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

医師法
 第１９条：応招義務

第２０条：無診療治療の禁止

 保健師助産師看護師法
薬剤師法

 看護師・保健師・助産師
薬剤師

感染症法
 伝染病予防法

感染症指定医療機関

感染症法 指定感染症

社会福祉関連法規
 生活保護の要件

生活保護の受給資格

社会福祉関連法規
 生活保護受給者数の推移

生活保護の問題点

老人福祉法
 高齢者医療確保法

身体障害者福祉法

障害者基本法
 精神保健福祉法

障害者総合支援法

障害者基本法 精神保健福祉法

第３章　自賠責保険の算定 自賠責保険の算定

第１章 労働者災害補償保険法
 制度の目的

労災保険給付の対象・種類

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

第２章　労災診療費の請求方法
 診療費請求書

初診料/再診料



回 テ　ー　マ 内　　　　容

13

14

15

評価率 その他

100.0%

30.0%

教科書・教材 評価基準

「メディカルドクターズクラーク講座
 　テキスト１」(ニチイ）

期末試験

課題提出

期末試験 期末試験

第３章　労災診療費の算定
 外来管理加算

職場復帰支援・療養指導料

労災診療費の算定（演習） 外来の事例　演習２　頭部打撲



作成者：近藤　ちづる

年度／時期

２０２5／前期

回数 必須・選択

15回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

時間外に必要な学修

1.配られたプリント等の記入漏れなどがないか確認し、適切にファイリングする
2.前回学んだことを復習しておく

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

マナーとは
１．接遇マナーを学ぶ理由
２．常識とマナーの違い
３．医療接遇マナーとは

言葉遣いのマナー
1.傾聴の重要性
2.敬語の知識
3.相手が受け入れてくれる話し方

言葉遣いのマナー
1.傾聴の重要性
2.敬語の知識
3.相手が受け入れてくれる話し方

ワンランク上の話し方

1.コンビニ言葉を遣わない
2.語尾を丁寧にする
3.あとよし言葉
4.ポジティブに話す

マナーとは
１．接遇マナーを学ぶ理由
２．常識とマナーの違い
３．医療接遇マナーとは

授　業　の　概　要

1.医療の現場で働く者として持つべき心構えを学ぶ
2.受付からお見送りまでの一連の流れを学ぶ
3.医療倫理について理解し、チーム医療の一員としての心構えを学ぶ

授業終了時の到達目標

1.患者様の気持ちを考えた応対ができる
2.医療従事者として円滑なコミュニケーションをとることができる
3.ホスピタルコンシェルジュに合格する

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 近藤　ちづる

科　目　名 学科／学年 授業形態

メディカルマナーⅡ 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

11

12

13

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

復習と確認テスト
1.前期学んだことの復習
2.確認テスト

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

ホスピタルコンシェルジュ検定対策 過去問題解答・解説

電話応対マナー

教科書・教材 評価基準

ホスピタルコンシェルジュ講座　テキスト１(ソラスト）
ホスピタルコンシェルジュ講座　テキスト２(ソラスト）
ホスピタルコンシェルジュ講座　理解度チェック(ソラ
スト）

期末試験

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

202５／前期

回数 必須・選択

8回 必須

回

1

2

3

4

5

6

グループディスカッション・ワーク

NASAゲーム、ノベルティ決めを用いてディスカッションを体験す
る。
森ゼミ資料のディスカッションを用いて就職研修のディスカッショ
ンを行う

就職や社会におけるＳＮＳの活用 

　１．ＳＮＳとはどのようなものか
　２．ＳＮＳを利用した就職活動の方法例
　３．ＳＮＳの利用を誤った場合の失敗例
　・著作権とは？
　・肖像権とは？
　・ＳＮＳへ画像や動画を投稿する際の注意点

新聞を通して、情報の入手の仕方や、新
聞の読み方を学ぶ

１．仕事に必要な基礎能力とは 
２．基礎能力向上に新聞がなぜ役立つか 
３．新聞と他メディアの違い 
４．慣れない新聞の読み方 
５．１日１０分で基礎能力のトレーニングになる新聞の使い方

企業訪問/就職試験について/
企業が欲しい人材/自己分析
仕事の基本

企業が求める人材の理解と自分を理解する
１）ほうれんそう
２）５Ｗ３Ｈ
３）ＰＤＣＡ

ポジティブ表現(自己)(成長) ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞな表現を身につける

PDCA(自己)(学び)(成長) 実社会をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ(疑似体験)討論（聴く、考える、話す力の訓練）

時間外に必要な学修

授　業　の　概　要

就職活動を控え、これから、社会人になるにあたって、必要なスキルを身につける
3KAN教育の後半として、就職活動を通して社会人に必要なスキルを身につける

授業終了時の到達目標

1.3KAN教育（1.自己効力感　2.成長実感　3.学び続ける習慣)により企業が求める人材を育成する 
2.基礎学力、専門知識を将来社会において発揮することができるための汎用的能力の育成 
3.目標を設定し管理することによって、自己成長を実感させ、将来設計ができるようになる

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 1単位（16時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

社会人基礎講座Ⅱ 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

7

8

評価率 その他

100.0%

社会に出た際に必要となる知識を学び理
解する
（働くことの基礎知識～労働・給与・税
金～）

給与計算の基礎知識 
・給与に関する法律 
・給与支払いの5原則 
・給与明細の見方 
・残業時間の計算 
・法定労働時間と変形労働時間制 
・残業時間を計算する 
・時間外労働の割増率 
・税金について

社会人と学生の違いを理解する
①徳島県の世代別平均年収 
②徳島県の生涯賃金 
③学生と社会人の比較

教科書・教材 評価基準

授業担当者によるレジュメ
課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

202５／前期

回数 必須・選択

15回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

包括評価部分記載練習 4)総合練習問題⑨⑩⑪⑫

DPCソフトの操作方法 
包括評価部分記載練習

1)練習演習①②

DPCソフトの操作方法 
包括評価部分記載練習

2)練習問題③④⑤

DPCソフトの操作方法 
包括評価部分記載練習

3)練習問題⑥⑦⑧

DPCの基礎知識
§5 DPC点数表による算定方法 
§6 主要診断群

DPCの基礎知識
§7 診断群分類番号 
§8 入院期間別点数

DPCの基礎知識
§9 請求のパターン 
§10 診療報酬明細書の記載要領

診療情報管理 第2章　診療情報管理士資格

診療情報管理
第4章　診療報酬制度と診療情報管理 
第5章　診療情報管理体制

DPCの基礎知識 §1 DPC対象病院

DPCの基礎知識
§3 対象患者  
§4 包括評価の対象と出来高によるもの

診療情報管理 第1章　診療情報管理とは

授　業　の　概　要

　昨今の医療福祉を取り巻く環境には厳しいものがあり、とりわけ医療保険制度をめぐっては抜本的な見直しが
迫られている。こうした中、行政主導による新たな試みや制度が続々と打ち出されており、医療現場においても
こうした新たな動きに対応していかざるを得ない状況である。「DPCによる入院料の包括支払い制度」もその
一つで、急性期病院への急速な拡大が予想される今、DPCに対する理解と知識を深め、それらの活用能力を身に
つける

授業終了時の到達目標

1.MDC（主要診断群）の18群の番号と分類をすべて答えることができる 
2.診断群分類点数表を引いて、DPCの正確な算定ができる 
3.急性期病院における包括医療費支払い制度と出来高の算定の違いについて理解し説明できる

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

診療情報管理演習Ⅰ 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

13

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

期末試験

包括評価部分記載練習 5)総合練習問題⑬⑭⑮⑯

DPC連絡票における演習
例題演習　山倉史人 
例題１：清原　次男

教科書・教材 評価基準

「DPCの理解と演習」（ｹｱｱﾝﾄﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 
【参考文献】 
「DPCの基礎知識」（社会保険研究所） 
「診断群分類点数表の実際」
　（東京丸の内出版）

期末試験

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

202５／後期

回数 必須・選択

15回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

DPC演習
例題42：清原　次男 
例題46：北　尚子 　例題44：成瀬　伊織

退院サマリー 退院サマリーから、主要病態および医療行為を抽出する

がん登録 がん登録

DPC演習
例題43：山倉史人 
様式１の書き方（山倉　史人）

我が国におけるICD
死因コーディング　疾病コーディング 
用語の定義　用いられている表示記号と符号

疾病コーディング演習 コーディング演習問題①～③     

疾病コーディング演習 コーディング演習問題④

コーディングとは
1)コーディングの目的 
2)コーディングのﾙｰﾙおよび注意点

ICD（国際疾病分類）とは
ICD（国際疾病分類）とは 
我が国におけるICD

我が国におけるICD 
疾病分類 
ICD-10準拠コードの構成

我が国におけるICD 
ICDと医学用語集との違い 
コーディングの実例

国際疾病分類概論
国際疾病分類概論と我が国での利用 
国際疾病分類の歴史

授　業　の　概　要

医療の情報化時代において診療の最適化と情報公開・疫学データの活用が求められる。
診療録の管理、臨床業務の電子化・情報化、事務の効率化、臨床指標の整備・充実・公開、疫学研究といった情報システム関
連業務を求められる。診療情報管理は急性期医療機関では必須のものと考えられ、現在では全国で2000を超える病院が同
様の部署を有している。さらに、実務面での具体的な留意点等の理解を深めつつ、退院時要約に記載された「傷病名は適切
か、コードに誤りはないか」など、日常の点検業務に即した演習を行い、原死因の他、退院時要約を用いて、記載内容からの検
討も加え、診断名と医療行為についてのコーディング活用能力を向上させる。

授業終了時の到達目標

1.ICD（国際疾病分類）の構成と索引、内容零時を利用したコードを検索できる 
2.コーディングのルールや注意事項、用語の定義を理解したうえで、コーディング技術を応用できる 
3.医療の現場で医療事務スタッフに求めらえる「確かな知識と豊かな心」を養うために必要な知識を身につける

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

診療情報管理演習Ⅱ 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

13

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

期末試験

DPC演習
例題47：内河　進一 
例題48：吉村　昭夫

期末試験対策 退院サマリー　ICDコーディング

教科書・教材 評価基準

　「DPCの理解と演習」（ｹｱｱﾝﾄﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 
【参考文献】 
　「DPCの基礎知識」（社会保険研究所） 
　「ICD-10　病名コーディングの実際」
　　（日本医療教育財団）

期末試験

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

202５／前期

回数 必須・選択

15回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

第４章　電子カルテの関連知識 
< 演習問題①>診療所：外来

§８　プライバシー保護とセキュリティ
～§10　カスタマイズ　     
内科    第６号：小池正

第４章　電子カルテの関連知識 
< 演習問題①>診療所：外来

§１　部門システム     
内科    第３号：河合あゆみ

第４章　電子カルテの関連知識 
< 演習問題①>診療所：外来

§２　オーダリングシステム
§３　電子カルテの基本的な機能 
内科    第４号：伊藤雅弘

第４章　電子カルテの関連知識 
< 演習問題①>診療所：外来

§４　レセプト電算処理システム
～§７　医療情報の標準化     
内科    第５号：石井涼子

第１章　電子カルテシステムとは
§１　電子カルテシステムの全体像 
§２　医療機関における業務フロー 
4)カルテ入力の終了

第２章　ＩＴ化の流れと診療録の
電子化の道

§１　国策として推進される医療のＩＴ化 
5)医事会計処理

第２章　ＩＴ化の流れと診療録の
電子化の道 
< 演習問題①>診療所：外来

§２　診療録の法的要件と電子化の道 
§３　医療情報システム発展の中での位置づけ 
内科    第１号：遠藤知子

第３章　電子カルテの定義、機能等 
< 演習問題①>診療所：外来

§１　電子カルテの定義～
§４　電子カルテの型     
内科    第２号：森川大介

ソフトの操作方法 1)権限設定　2)SOAP等の入力　　3)診療等の入力

授　業　の　概　要

電子カルテシステムを導入する医療機関が増え、操作技術や知識が求められるようになっている。その背景を
もとに、この授業では電子カルテシステムで利用者する技術と知識を身につけ、実務に即した会話形式の問題
を解き、電子カルテに代行入力をできる人材を育成する。

授業終了時の到達目標

1.電子カルテシステムの概要を学び、オーダリングシステムを用いて正しくオーダーを処理することができる。 
2.診療録を正しく電子カルテシステムに入力でき、診療報酬を正しく算定できる。 
3.電子カルテ検定問題（外来診療3日分）をSOAPに分け、診療録を記録でき、正確に診療行為を50分で記録
　することができる。

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

電子カルテ演習Ⅰ 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

10

11

12

13

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

期末試験 期末試験

< 演習問題②>病院：外来 内科    第２号：清水ひとみ

< 演習問題②>病院：外来 内科    第３号：松本洋子

< 演習問題②>病院：外来 内科    第４号：笠原定雄

第４章　電子カルテの関連知識 
< 演習問題①>診療所：外来

§11　地域医療情報システム
§12　電子カルテシステムの今後の課題     
内科    第７号：辻知子

< 演習問題②>病院：外来 内科    第１号：木下俊夫

教科書・教材 評価基準

「電子カルテシステムの理解と演習」
　（ケアアンドコミュニケーション）

期末試験

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

２０２５／後期

回数 必須・選択

15回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

電子ｶﾙﾃ検定問題 20２2年11月

電子ｶﾙﾃ検定問題 20２３年６月

< 演習問題④> 
病院：入院

内科　第15号：山倉　史人 

視覚教材演習
演習①    北町　教子 
演習②    杉山　康太

視覚教材演習
演習③    日本　橋圭一 
演習④    三和　秀樹

< 演習問題③> 
病院：外来

整形外科　第13号：加藤稔

ソフトの操作方法
1)入退院窓口における操作 
2)病棟における操作

< 演習問題④> 
病院：入院

内科　第51号：原　武

< 演習問題②> 
診療所：外来

外科　第９号：佐藤隆弘

< 演習問題②> 
診療所：外来

産婦人科　第10号：星八重子

< 演習問題②> 
診療所：外来

皮膚科    第６号：宮崎郁子 
耳鼻咽喉科　第７号：中村勇一

< 演習問題③> 
病院：外来

内科　第11号：井上小百合 
小児科　第12号：柄沢直人

< 演習問題②> 
診療所：外来

眼科　第８号：森下恵子

授　業　の　概　要

電子カルテシステムを導入する医療機関が増え、操作技術や知識が求められるようになっている。そ
の背景をもとに、この授業では電子カルテシステムで利用する技術と知識を身につけ、実務に即した会話
形式の問題を解き、電子カルテに代行入力をできる人材を育成する。

授業終了時の到達目標

1.電子カルテシステムの概要を学び、オーダリングシステムを用いて正しくオーダーを処理することができる。 
2.診療録を正しく電子カルテシステムに入力でき、診療報酬を正しく算定できる。 
3.電子カルテ検定問題（外来診療3日分）をSOAPに分け、診療録を記録でき、正確に診療行為を50分で記録
　することができる。

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

電子カルテ演習Ⅱ 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

期末試験

電子ｶﾙﾃ検定問題 20２３年11月

教科書・教材 評価基準

「電子カルテシステムの理解と演習」
　　（ケアアンドコミュニケーション）

期末試験

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

202５／前期

回数 必須・選択

２３回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

病院外来レセプト作成
問題20　沖野　由紀子
問題21　矢内　淳子

病院外来レセプト作成
問題22　宮崎　郁子
問題23　中村　勇一

病院外来レセプト作成
問題14　笠原　定雄
問題15　井上　小百合

病院外来レセプト作成
問題16　松原　敬一
問題17　小野　裕司

病院外来レセプト作成
問題18　高橋　勇一
問題19　岩上　希世子

診療所外来レセプト作成
問題8　　小池　正
問題9　　辻　知子

病院外来レセプト作成
問題10　 清水　ひとみ
問題11　早坂　みゆき

病院外来レセプト作成
問題12　木下　俊夫
問題13　松本　洋子

外来カルテの入力 練習問題90　練習　花子

外来カルテの入力
練習問題01　武田　陽子
練習問題02　平良　登美子

診療所外来レセプト作成

問題1　　遠藤　　知子
問題2　　森川大介
問題3　　川合　あゆみ
問題4　　伊藤　雅弘
問題5　　吉田　正弘

診療所外来レセプト作成
問題6　　柄沢　直人
問題7　　石井　涼子

医療コンピュータ操作方法の確認
患者登録の方法

基本的なソフトの操作方法について

授　業　の　概　要

　日々変化し,進歩を続ける医療の世界で,組織の目的が効率よく達成されるように,自己の役割を十分に認識し,状況・場面に
即応した適切な対応ができるよう,基本的な知識を身につける。
　基本的な医療保険請求事務と手書きレセプト演習の知識をもとに医療事務コンピュータでの操作技術を学び、レセプトコン
ピュータを使えるようにする。　外来カルテのレセプト入力を学習し、検定を取得を目指す。　医事コンピュータ技能検定３級に
おける「コンピュータ」の分野に必要な知識を身につける。

授業終了時の到達目標

1.医療保険の知識とコンピュータスキルを用い、正確かつ迅速な外来の入力を正確に行える。				
2.実際の業務を想定したレセプト入力スキルを身につける。				
3.コンピュータ用語を覚え、ネットワーク・ハードウェア・ソフトウェアの構成を知る。	

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 ３単位（４６時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

医療コンピュータ演習Ⅱ 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

評価率 その他

100.0%

医事コンピュータ検定
３級対策

4)過去問題（第37回)
5)過去問題（第36回)

期末試験

高度情報通信社会と
保健医療分野の情報化

1)保健医療情報システムの歴史
2)保健医療情報システムの概要
3)地域保健医療情報システム
4)病院情報システム

医事コンピュータ検定
３級対策

1)過去問題（第40回)

医事コンピュータ検定
３級対策

2)過去問題（第39回)
3)過去問題（第38回)

コンピュータの基本操作

1)ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
2)ワープロソフト
3)表計算ソフト
4)データベース

コンピュータの仕組みと動作

1)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの内部処理
2)五大装置と機能
3)メモリの種類と特徴
4)周辺装置について

コンピュータの仕組みと動作

5)入出力とインターフェース
6)コンピュータの種類と特徴
7)ソフトウェアの種類と特徴
8)データ交換

病院外来レセプト作成
問題26　小林　恵子
問題27　山際　由美子

病院外来レセプト作成
問題24　金子　三郎
問題25　森下　恵子

教科書・教材 評価基準

「コンピュータ入力練習用カルテ例題集」
ケアアンドコミュニケーション㈱		
「医事コンピュータ技能検定問題集3級②」
㈱土屋書店	

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

202５／後期

回数 必須・選択

２３回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

医事コンピュータ検定対策 過去問題演習（第32回）

医事コンピュータ検定対策 過去問題演習（第33回）

医事コンピュータ検定対策 過去問題演習（第29回）

医事コンピュータ検定対策 過去問題演習（第30回）

医事コンピュータ検定対策 過去問題演習（第31回）

病院外来レセプト作成
病院外来:No.38	藤村　朋子(内科）
病院外来:No.39	坂口　三治

病院外来レセプト作成 病院外来:No.40	矢内　裕治(後期高齢者）

伝票入力

問題55　下村　三重子
問題56　矢内　ひとみ
問題57　長野　春樹
問題58　安藤　洋一
問題59　野川　五郎
問題60　田中　茂雄

病院外来レセプト作成
病院外来:No.30	高野　信雄
病院外来:No.31	加藤　稔

病院外来レセプト作成
病院外来:No.32	後藤　修一
病院外来:No.33	山口　四郎

病院外来レセプト作成
病院外来:No.34	青木　光男
病院外来:No.35	岩城　哲

病院外来レセプト作成
病院外来:No.36	星　八重子
病院外来:No.37	田中　敬子

病院外来レセプト作成
病院外来:No.28	佐藤　隆弘（外科）
病院外来:No.29	松枝　冬希(整形外科）

授　業　の　概　要

医療コンピュータ演習Ⅰの学習をもとに医療事務コンピュータでの操作技術を学び、レセプトコンピュータを使いこなせるよう
にする。
　外来カルテ入力を学習し、検定を取得する。
　入院カルテのレセプト入力を学習し、DPC算定に正しく連携できる。
　医事コンピュータ技能検定３級における「コンピュータ」の分野に必要な知識を身につける。

授業終了時の到達目標

1.医療保険の知識とコンピュータスキルを用い、正確かつ迅速な外来の入力を正確に行える。				
2.実際の業務を想定したレセプト入力スキルを身につける。				
3.コンピュータ用語を覚え、ネットワーク・ハードウェア・ソフトウェアの構成を知る。	

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 ３単位（４６時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

医療コンピュータ演習Ⅲ 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

14

15

16

17

18

19

20

21

22

２３

評価率 その他

100.0%

入院レセプト作成
病院入院伝票:No.59	野川　五郎（整形外科）
病院入院伝票:No.60	田中　茂雄(外科)

期末試験
病院入院:No.52	広川　美枝子
病院入院:No.54	長島　歩

入院レセプト作成
病院入院:No.49	久米　重治
病院入院:No.50	新堀　良三

入院レセプト作成
病院入院:No.51	原　武
病院入院:No.53	杉山　愛子

入院レセプト作成
病院入院伝票:No.57	長野　春樹
病院入院伝票:No.58	安藤　洋一

入院レセプト作成
病院入院:No.41	大橋　元子（有床診療所）
病院入院:No.42	清原　次男

入院レセプト作成
病院入院:No.43	山倉　史人
病院入院:No.44	成瀬　伊織
病院入院:No.45	中畑　みゆき

入院レセプト作成
病院入院:No.46	北　尚子
病院入院:No.47	内河　進一
病院入院:No.48	吉村　昭夫

医事コンピュータ検定対策 過去問題演習（第35回）

医事コンピュータ検定対策 過去問題演習（第34回）

教科書・教材 評価基準

「コンピュータ入力練習用カルテ例題集」
ケアアンドコミュニケーション㈱		
「医事コンピュータ技能検定問題集3級②」
㈱土屋書店	

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

20２５／前期

回数 必須・選択

30回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

算定の方法（施設サービスの算定） 介護福祉施設

算定の方法（施設サービスの算定） 介護保健施設サービス費

算定の方法（施設サービスの算定） 介護療養施設サービス費

サービスの種類と流れ
8)短期入所生活介護費 
9)短期入所療養介護費

サービスの種類と流れ

10)特定施設入居者生活介護費
11)福祉用具貸与
１２）福祉用具販売
13)住宅改修

算定の方法（支援サービスの算定） 支援サービス費

サービス提供の流れ 3)サービス提供の流れ

サービスの種類と流れ
1)訪問介護 
2)訪問入浴介護

サービスの種類と流れ
3)訪問看護
4)訪問リハビリテーション

サービスの種類と流れ
5)居宅療養管理指導
6)通所介護
7)通所リハビリ

介護保険制度の仕組み
1)介護保険制度の特徴と目的 
2)制度のしくみ

授　業　の　概　要

2000年4月に導入された「介護保険」のサービス費用のうち1割が本人負担で、あとの9割は国や自治体などの
保険者が負担している。介護事業所において、9割分の介護保険請求を専門的に行うことが介護請求事務の仕
事である。
高齢社会に対応して、介護保険事務ができる知識を身につけ、介護保険制度の概要、介護保険事務
に必要な知識・保険内容を理解し、介護給付費請求の作成能力を養い、介護事務管理士資格取得を目指すもの
である。

授業終了時の到達目標

1.介護給付費単位数等サービスコード表から、合計単位数を算出することができる 
2.介護保険サービスのうち、居宅サービスと支援サービスの概要を説明することができる 
3.居宅サービスのレセプト2枚と施設レセプト1枚を60分で作成することができる

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 4単位（60時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

介護事務 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

評価率 その他

70.0%

30.0%

演習問題Ⅳ（学科）

演習問題Ⅴ（学科）

演習問題Ⅰ（学科）

演習問題Ⅱ（学科）

演習問題Ⅲ（学科）

期末試験

過去問題

演習問題Ⅴ（実技）

演習問題Ⅱ（実技）

演習問題Ⅲ（実技）

演習問題Ⅳ（実技）

施設サービスのレセプトの書き方
1)レセプト（様式8）の書き方 
2)レセプト（様式9,10）の書き方

演習問題Ⅰ（実技）

公費負担医療の関係
医療保険との関係 
保険優先公費

他制度との関係
特定疾患研究事業 
生活保護法

居宅サービスのレセプトの書き方
1)レセプト（様式2）の書き方 
2)レセプト（様式3,4,5:短期入所）の書き方

算定の方法（地域密着型）
夜間対応型訪問介護 　　認知症対応型通所介護 
小規模多機能型居宅介護

支給限度額 
給付管理業務

1)支給限度額のしくみ 
2)給付管理業務とは

利用者負担の徴収
3)利用者負担の種類 
4)利用者負担の徴収方法

教科書・教材 評価基準

介護事務講座 
テキスト1「保険制度のしくみ」 
テキスト2「算定の方法」 
テキスト3「レセプトの書き方」 
別冊「サービスコード表」

期末試験

課題・レポート



作成者：四宮　直子

年度／時期

２０２５／前期

回数 必須・選択

15回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

主な歯科治療の流れ
主な使用器材について
衛生材料の取り扱い

う蝕治療の流れ（う蝕進行度による治療方法の違い）
衛生材料（ロールワッテ、綿球、ブローチ綿栓など）

主な歯科材料の取り扱い ③歯科用セメント

接遇について 5大要素につてい理解する

滅菌・消毒・洗浄について 滅菌・消毒・洗浄についてそれぞれの定義を理解する

歯科治療に関する知識 
処置と使用器材 
器具の手渡し

①主な歯科治療の流れ 
②主な使用器材・使用材料 
③器具の手渡し

主な歯科材料の取り扱い ①アルジネート印象材

主な歯科材料の取り扱い ②歯科用石膏

患者さん対応のポイント
患者誘導
ユニット各部の名称
歯・口腔の基礎知識

①小児・高齢者・障害者の患者さんへの対応 
②患者さんの入室からユニットチェアへの誘導 
③ユニットチェアの各部の名称と取扱い 
④歯と口腔の名称 
⑤歯式、専門用語と略称

アシスタント業務に必要な基本技術と知識
①バキュームテクニック 
②ライティング

アシスタント業務に必要な基本技術と知識
③スリーウェイシリンジテクニック 
④主な器具の手渡し方

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

テ　ー　マ 内　　　　容

授　業　の　概　要

医療事務（歯科）Ⅰ・Ⅱの点数算定の知識のみならず、歯科医院で求められている受付事務と歯科助手の両方ができる人材と
なる。実際の歯科医院を想定した接遇ロールプレイングを実施し、即戦力となる人材を育成する。

授業終了時の到達目標

１.歯科用ユニットチェアの取り扱いを理解し、正しい患者誘導ができる。
2.スタンダードプリコーションを理解し行動できる。
3.歯科材料、歯科器材の用途と取扱いが説明できる。

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 ２単位（30時間） 四宮　直子

科　目　名 学科／学年 授業形態

歯科助手演習 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

11

12

13

14

15

評価率 その他

100.0%

受付事務に関する基礎知識

⑥医療業務 
⑦医学一般 
⑧薬学一般 
⑨診療録 
⑩診療報酬算定の知識

期末試験

感染症対策について スタンダードプリコーションについて定義を理解する

歯と歯周組織について 名称・役割りを理解する

･「医療事務講座歯科テキスト一式」ニチイ学館

期末試験

教科書・教材 評価基準

受付事務に関する基礎知識

①医療保険制度
②高齢者医療制度
③公費負担医療制度
④介護保険制度
⑤医療放棄一般



作成者：岡田　幸世

年度／時期

2０２５／前期

回数 必須・選択

15回 必須

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

Lesson9美肌をつくる皮膚の構造と働き
を学ぶ 
Lesson10肌タイプは４つに分けられる！ 
Lesson11美肌維持の要、表皮と真皮の
機能

肌の仕組み、ターンオーバー 
肌トラブルについて

Lesson12加齢による２つの見た目の変化
加齢による見た目の変化 
変化の原因となる要素

Lesson13年代別お手入れ方法をチェッ
ク！

年代に合わせたお手入れ方法

Lesson5美肌を保つ適度な運動

胸式呼吸と腹式呼吸の違い 
有酸素運動と無酸素運動の違い 
首肩周りストレッチ 
下肢むくみ～スクワット

Lesson6美肌に効果的な食べ物の摂り方
を知る

美肌のための栄養学 

Lesson7エイジングを減速！抗酸化作用
のある食べ物 
Lesson8積極的に摂りたい！話題の酵素
を含む食べ物

美容のための食品学

Lesson2自分の美肌度をチェックしてみ
よう

美肌の条件を確認し、自分の肌状態をチェックする

Lesson3美肌維持に必要な４つのこと コンサルテーションシート作成

Lesson4美肌ケアの基本「落とす」「与え
る」「巡らせる」「守る」

コンサルテーションシートを元に、ホームケアの振り返り 

Lesson4美肌ケアの基本「落とす」「与え
る」「巡らせる」「守る」

ホームケア実習　 
クレンジング、洗顔、基礎化粧の基本

Lesson1美肌に見せる６つの条件
授業概要説明 
美肌検定について 
美肌とは

授　業　の　概　要

美肌の観点から食事・運動、化粧品の成分まで幅広い知識の指導。
セルフケアや運動の実践も行う。

授業終了時の到達目標

美肌を保つための知識を得る。
美容医療に関わる医院での就職を視野に入れ、基本的なビューティの知識を得るとともに、
自身の身だしなみとして、健康からの美肌づくりを考える。

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 岡田　幸世

科　目　名 学科／学年 授業形態

トータルビューティ演習Ⅰ 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

12

13

14

15

評価率 その他

100.0%

期末テスト

Lesson14細胞の再生修復を担う、若返り
ホルモンって？ 
Lesson15体内時計を調整する、幸せホ
ルモンと睡眠ホルモン

美肌作りに関連するホルモンについて

Lesson16女性の肌と切っても切れない、
女性ホルモンのこと

女性のホルモンバランスから見る肌

Lesson17生理周期に合わせたお手入れ
で美肌をコントロール

女性のホルモンバランスから見る肌

教科書・教材 評価基準

美肌検定(日本エステティック協会)

課題レポート



作成者：岡田　幸世

年度／時期

20２５／後期

回数 必須・選択

15回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

美肌の観点から食事・運動、化粧品の成分まで幅広い知識の指導。
セルフケアや運動の実践も行う。

授業終了時の到達目標

美肌を保つための知識を得る。
美容医療に関わる医院での就職を視野に入れ、基本的なビューティの知識を得るとともに、
自身の身だしなみとして、健康からの美肌づくりを考える。

実務経験有無 実務経験内容

Lesson33年齢が出やすいハンド＆ネイ
ルのお手入れ

Lesson30実践！　フェイシャルマッサー
ジ

Lesson31自分でできる簡単ボディマッ
サージ

Lesson32カサカサボディの対策

Lesson25スキンケア化粧品の原料とそ
の役割を知る

Lesson26自分の肌に合う化粧品を見つ
ける 
Lesson27化粧品を定義する薬機法っ
て？

Lesson28フェイシャルマッサージの効
果って？ 
Lesson29美肌維持のカギを握る表情筋

Lesson20大敵　その③　女性ホルモンの
低下 
Lesson21大敵　その④　温度と湿度の変
化

Lesson22大敵　その①　体調不良

Lesson23美肌を育む、与えるスキンケア

Lesson24意外と知らない、化粧品のキホ
ンの使い方と選び方

Lesson18大敵　その①　体調不良 
Lesson19その②　活性酵素を発生させ
る紫外線とストレス

授　業　の　概　要

テ　ー　マ 内　　　　容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 岡田　幸世

時間外に必要な学修

科　目　名 学科／学年 授業形態

トータルビューティ演習Ⅱ 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

13

14

15

評価率 その他

100.0%

期末テスト

ハンドマッサージ相モデル

ハンドマッサージ相モデル

教科書・教材 評価基準

美肌検定(日本エステティック協会)

課題レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

2025／後期

回数 必須・選択

15回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

クラウドの活用 Googleドライブにデータを保存する

完成した動画を見る DVDやBlurayに書き込む

YouTubeの基本
アカウント作成 
チャンネルの作成

世界に向けての発信
動画を投稿する 
再生リストにまとめる

ビデオクリップの編集
ビデオクリップを分割 
ビデオクリップをトリミング

動画の演出を加える
テロップや字幕を表示 
タイトルを追加

音楽・音声を組み合わせる
BGMの開始時間の設定
フードイン／フェードアウトを設定

動画の素材を取り込む
パソコンにスマートフォンの動画を取り込む 
パソコンにビデオカメラの動画を取り込む

動画の素材を取り込む
パソコンからPowerDirectorに動画や写真を読み込む 
プロジェクトとして編集中の動画を保存

ビデオクリップの編集
メディアルームでビデオクリップの選択 
タイムラインでビデオクリップを繋ぐ

ビデオクリップの編集
ビデオクリップの順番を入れ替える 
ビデオクリップをコピー

動画制作の準備 PowerDirectorの起動と画面構成

授　業　の　概　要

ICT演習の科目では、動画制作やSNS、クラウドサービスを活用した情報活用スキルを身につける。動画編集の基本から、効
果的なSNSコンテンツの作成、クラウドツールを用いた協働まで、実践的な知識と技術を身につけることができる。また、ビジネ
スシーンで求められるデジタルコミュニケーション能力の向上を目指し、最新のトレンドを取り入れたカリキュラムが展開され
る。学生は、これらのツールを使って、創造性豊かなプロジェクトを実現し、現代社会におけるICTの重要性と可能性を深く理
解することが期待される。

授業終了時の到達目標

１．ICTの基本操作を習得し、クラウドサービスを利用した協働作業の能力を養い、日常的に活用できるようになる。
２．SNSの効果的な使用法を理解し、情報発信のスキルを高める。
３．最新のICTトレンドについて学び、将来の技術変化に対応する準備をする。

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

医療DX・ITリテラシー演習 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

13

14

15

評価率 その他

100.0%

課題演習② 医療機関の紹介動画を作成

AIの活用
Google　geminiを利用する
プロンプトの入力

課題演習① 医療機関へのアクセス動画を作成

教科書・教材 評価基準

「今すぐ使えるかんたん　いちばんやさしい　ビデ
オ編集＆DVD 作り」(技術評論社）

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

20２５／後期

回数 必須・選択

15回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

課題演習② 
テキスト４　サポートブック

問題Ｎｏ．２９～３０

課題演習② 
テキスト４　サポートブック

問題Ｎｏ．１～６

課題演習② 
テキスト４　サポートブック

問題Ｎｏ．７～１２

課題演習① 
調剤報酬請求事務　問題集

問題Ｎｏ．１６～２０

課題演習① 
調剤報酬請求事務　問題集

問題Ｎｏ．２１～２５

課題演習① 
調剤報酬請求事務　問題集

問題Ｎｏ．２６～２８

課題演習① 
調剤報酬請求事務　問題集

5)内服薬入力 
6)薬学管理料の入力 
7)事業者の登録

課題演習① 
調剤報酬請求事務　問題集

問題Ｎｏ．１～３ 
7)分割調剤

課題演習① 
調剤報酬請求事務　問題集

問題Ｎｏ．４～１０

課題演習① 
調剤報酬請求事務　問題集

問題Ｎｏ．１１～１５

ソフトの基本操作
1)医療機関ﾏｽﾀの入力 
2)新患患者情報の入力 
3)処方入力画面の入力

授　業　の　概　要

　医薬分業が急速にすすむなか、保険調剤薬局で作成される調剤報酬請求明細書（調剤レセプト）の枚数も躍的に伸びてい
る。それに伴い、保険調剤薬局の規模を問わず、調剤報酬請求事務処理のコンピュータ化の普及が加速度的に進んでおり、そ
れに対応すべく教育用調剤請求事務ｿﾌﾄを使用して標準的な操作方法を習得する。

授業終了時の到達目標

1.処方箋から調剤報酬請求明細書を作成することができる 
2.処方箋の内容を理解し、正しく迅速にレセプト作成処理を行うことができる 
3.調剤報酬請求事務専門士の検定問題（実技）を解くことができる

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

調剤コンピュータ演習 医療事務学科／2年 演習



回 テ　ー　マ 内　　　　容

12

13

14

15

評価率 その他

70.0%

30.0%

期末テスト

課題演習② 
テキスト４　サポートブック

問題Ｎｏ．１３～１８

課題演習② 
テキスト４　サポートブック

問題Ｎｏ．１９～２３

期末試験 問題Ｎｏ．２４～２７

教科書・教材 評価基準

「調剤OXRYⅡ　操作テキスト」
　　（ケアアンドコミュニケーション） 
「調剤報酬請求事務　問題集」
　　　（NIメディカルオフィス） 
「テキスト4　サポートブック」（ソラスト）

期末試験

課題・レポート



作成者：田坂　眞也

年度／時期

20２５／後期

回数 必須・選択

8回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

評価率 その他

100.0%

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

第4章　施設サービス
演習⑯⑰⑱の入力 
演習⑲⑳の入力

演習問題 過去問題

第3章　様々なケース
演習⑪⑫の入力 
演習⑬⑭⑮の入力

第1章　事業所登録
事象所ﾏｽﾀの入力 
使用事業所の設定

期末試験

第2章　居宅サービスの演習
利用者基本情報の入力 
週間計画表の入力

第2章　居宅サービスの演習
演習①②の入力 
演習③④⑤の入力

第2章　居宅サービスの演習
演習⑥⑦⑧の入力 
演習⑨⑩の入力

教科書・教材 評価基準

「介護保険演習問題集」
　　（ケアアンドコミュニケーション）

課題・レポート

授　業　の　概　要

2000年4月に介護保険制度が施行され、ケアマネジャーの作成したケアプランに基づき介護サービスが提供されることとなっ
た。
請求はデータ形式（伝送、FD等）での提出が義務化されている。つまり、業務処理ソフトの必要性を意味する。さらに、利用者
の都合等でケアプランの変更は頻繁に発生し、修正等の手間を考えるとソフトはなくてはならないものである。

授業終了時の到達目標

1.<快悟朗>の操作方法（ケアプランの入力、帳票印刷、レセプト作成）をテキストを見ないで行うことができる
2.居宅サービスにおいて、サービス提供票をもとに、様式二・三・四・五のうち２枚を４５分で作成することができる

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 1単位（16時間） 田坂　眞也

科　目　名 学科／学年 授業形態

介護コンピュータ演習 医療事務学科／2年 演習



作成者：高橋　栄子

年度／時期

２０２５／後期

回数 必須・選択

15回 選択

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

時間外に必要な学修

　次回の授業内容を踏まえて、テキストを用いて今回の学習内容の復習と予習を行う

薬の種類と使用方法についてのいろいろ
な表現を学ぶ

薬の種類（外用・一般的な薬）について 
薬の服用の指示について

道案内の仕方② 
診察日の予約①

「今度来られる日はいつですか」 
「何時に来られますか」

診察日の予約②
アナログ的な時間の表現 
診察の予約や検査の手順などの説明

基礎情報を計るときの促し方、単位の言い
方を学ぶ

身長・体重・体温・血圧・脈拍の単位 
体温等の計り方の違いを学ぶ

症状をたずね、もっと詳しく聞く言い方
いろいろな痛みの言い方。 
ケガの種類を表す単語、頻度・日にちを表す単語

病院内を案内する 患者からの質問。「～はどこですか？」

道案内の仕方①
相手の言ったことを繰り返して聞く。 
「～はどこですか？」に対する詳しい説明の仕方

患者受付に対しての質問
何かにかかりたいですか？ 
健康保険証をお持ちですか？

病気の名前・血縁関係の言い方
基本問診・病名 
家族や親戚についての名称

症状をたずねる言い方 
身体の各部の名称を英語で言う

家族の病歴・症状をたずねる 
身体の各部の名称

痛みを説明する言い方
痛みを表す言い方・症状を現す言い方 
骨折や捻挫などの言い方

初診の患者さんに対しての挨拶
初診の患者さんに対しての挨拶 
患者登録に関する質問

授　業　の　概　要

グローバル社会で欠くことができない英語力を、リスニング・スピーキングを中心に行うことで身につける。高校までに
学んだ英語の基礎知識をもとに、日常的に用いられる表現を理解し運用できるようにできるだけ使用する機会を多く
与え、練習し慣れさせる。医療現場におけるによる基礎的コミュニケーション能力を高め、英語を使い受付応対の会話
ができることを目指す。
 【取得資格】　第217回　TOEIC Listening & Reading 公開テスト　835点　取得

授業終了時の到達目標

・日常会話に必要な英単語力を習得し、それを実際の場面で適切に用いることができるよう になる。 
・基本的な単語やフレーズを正確に発音することができる。

テ　ー　マ 内　　　　容

実務経験有無 実務経験内容

授業時間 単位数（時間数） 担当教員

90分 2単位（30時間） 高橋　栄子

科　目　名 学科／学年 授業形態

医療英会話 医療事務学科／2年 講義



回 テ　ー　マ 内　　　　容

13

14

15

評価率 その他

100.0%

期末テスト

支払い・クレーム・退院に関しての会話例
伝票を持って会計に行く。支払いの方法を交渉する。 
退院後のケアについて説明する。領事館・大使館について理解する

今までのまとめと補足
診察の流れ・保険外併用療養費についての説明 
院外処方箋が出たときの説明

教科書・教材 評価基準

現場ですぐに役立つ! 看護・医療スタッフの
英語(CD付) （朝日出版社）

期末試験




